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2024-2025　RIテーマ
「The  Magic  of  Rotary」

◎第 2627 例会
(2025 年 3 月 27 日 ( 木 ) 於 : 3F 例会場 )
会長あいさつ　漆原　  誠  会長

(　) は、出席義務規定免除の出席者数です。【出席委員会より】一年間宜しくお願い致します。皆勤賞を達成しましょう。
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2025 年 4 月 3 日(木)
点　　鐘
ロータリーソング
ソングリーダー

12 時 30 分

バスケットボールが結ぶ、人と夢と未来の絆〔卓　話〕

〔卓話者〕

第 2628 例会

君が代　奉仕の理想
高澤　彰　会員　

さいたまブロンコス　小竹社長・
衣川エグゼクティブマネージャー

2025 年 4 月 1 2 日(土)第 2629 例会

2025 年 4 月 1 7 日(木)第 2630 例会
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創立 55 周年式典・祝賀会

点　鐘　17時 30 分

場　所 ロイヤルクラウン (4F)

点　　鐘 12時 30 分
ﾛｰﾀﾘｰソング 我等の生業　一年生になったら
ソングリーダー 稲垣　博正　会員

〔卓　話〕 見沼田んぼの生物多様性

〔卓話者〕 さいたま市環境局
環境共生部　環境対策課

皆様こんにちは。　本日も例会にご参加くださり誠にあ
りがとうございます。

さて本日は、創立５５周年記念式典に向けてのクラブフ
ォーラムを開催いたします。例会セレモニーも通常のセレ
モニーとは違って、式典の司会に合わせて形式で行います
。そのため会長挨拶も式典同様３分間お時間をいただいて
おります。本日担当される皆様どうぞよろしくお願い致し
ます。

そして、先ほどご紹介いたしましたが、先日３月２２日
が米山奨学生の修了式だったオユさんのお母様が遥々モン
ゴルから来日されています。１９日から３０日まで日本に
滞在するそうです。どうぞ日本観光を楽しんでいってくだ
さい。

さて、あと２週間ほどで式典の開催となりますが皆様こ
れまでのご準備ありがとうございました。過去、浦和東ロ
ータリークラブでは○周年の実施には、前年度から準備委
員会を立ち上げ、記念事業の検討から始まり、式典ではど
れくらいの規模で行うかなど着々と準備を行い、年度が始
まると準備委員会が、そのまま実行委員会組織となり周年
行事を行ってきておりました。

２０２０年新型コロナウイルスの蔓延で、創立５０周年
では式典を開催することは出来ませんでしたが、浦和東ロ
ータリークラブで周年が終わるたびにこれまで４回、特別
委員会のどを設置し、周年行事のあり方を検証と検討を行
い、答申がなされております。

直近の答申書は２０２２年９月理事会に出されており、
「周年行事は10年毎に企画することが賢明である。５年毎
の記念行事を行う場合は、原則として自己クラブ内に留め
る。」

周年事業の企画に際しては、華美になることを慎み、地
域社会のニーズに適応しインパクトをもたらし、クラブの
信頼を高める内容とする。

記念式典等は、クラブ会員や参加者に有意義な内容とな
るよう努める。

今後の周年行事については、昨今の社会情勢や地区内ク
ラブの状況等も参考に考慮することが賢明と判断致します
。また、中間で５年毎の記念行事を行う場合は、自己クラ
ブ内に留める企画内容とすることが賢明である。

本答申は基本的な方向性を示しており、周年行事を実施
する場合は、会員の意見が十分反映される機能を備え浸透
が図られることを望みます。と答申されております。

今回の創立５５周年はその答申を受け、三上実行委員の
準備が進められてまいりました。式典当日はどうぞよろし
くお願い致します。




